
12月４日から10日は12月４日から10日は
人権週間です！人権週間です！

12月４日から10日は
人権週間です！

今年のフォーラムは、
12月 3日 (土)・4日 (日) に、
市民プラザ等で開催します。
詳しくは11月 1日号の
「あしかがみ」を見てね。

昨年の「ひと toひとのフォーラム足利２０１５」（第１部）
人権ポスター･書道・作文の表彰式の様子

（第３部）キャラクターショーの様子

■ご存知ですか「世界人権宣言」と「人権週間」
　「世界人権宣言」は、１９４８（昭和２３）年１２月１０日に、フランス・パリで行われた第３回国際連合総会で、
賛成４８、反対０、棄権８で採択されました。
　この宣言は、前文と全３０条からなり、人権および自由を尊重し確保するために、「すべての人民とすべての国とが
達成すべき共通の基準」を宣言したものであり、人権の歴史において重要な地位を占めています。また、１２月１０日を
世界人権デーとし、世界中で記念行事を行っています。
　日本では、１２月４日から１０日までを「人権週間」とし、人権にかかわる様々な活動を行っています。
　足利市では「ひと to ひとのフォーラム」を開催しています。また、今年から人権推進広報紙として「おもいやり」を
発行します。この広報紙を通じて人権を考えてもらうきっかけになるよう取り組んでいきます。

愛称愛称
「おもいやりおもいやり」

の理由の理由

愛称愛称
「おもいやりおもいやり」

の理由の理由

愛称
「おもいやり」

の理由

　「足利市には日本遺産・足利学校があります。そして学校には論語があり、今、小学生たちも
論語の素読をしています。その論語の中に「恕」＊の言葉があります。足利市民は互いに認め合い、
思いやり、住み良い、明るい街にしていきたい」との思いから名づけられました。　

＊「恕」･･･「思いやり」のこと。

じょ

「子貢問いて曰わく、一言にして以て終身之れを行うべき者有りや、と。
 子曰わく、其れ恕か。己の欲せざる所、人に施すこと勿かれ、と。」

  し   こう   と　　 　       い いちげん もっ こしゅうしん

し    い そ　  　じょ おのれ ほっ ところ ほどこひと な

おこな もの     あ

　（書き下し文：足利市教育委員会編集･発行「論語抄」から）
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「人権なんでも相談」（市民相談室）

小学生人権書道を審査

活動内容などを協議 ８月「いのち・愛・人権」展会場で啓発

　

こ
の
た
び
人
権
推
進
広
報
紙「
お
も
い
や
り
」

を
創
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
広

報
紙
は
、
人
権
尊
重
の
理
念
を
よ
り
多
く
の

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
て
い
け
る
よ
う

発
行
す
る
も
の
で
す
。　

　

本
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
基
本
的

人
権
を
尊
重
し
、
お
互
い
の
存
在
や
違
い
を

認
め
合
い
、
支
え
合
い
、
そ
し
て
共
に
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
、

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
４
月
に
は

「
足
利
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
行
動
計
画

〔
第
４
期
計
画
〕」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
様
々

な
人
権
問
題
に
対
し
て
教
育
・
啓
発
に
か
か

る
課
題
へ
の
対
応
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
権
問
題
へ
の
取
組
み
は
、
市
政
の
重
要

な
施
策
で
す
。
今
後
も
、
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
の
皆
様
と

協
力
し
、
教
育
・
啓
発
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
共
に
、
こ
の
新
し
い
「
お
も
い
や
り
」
が

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
力
と

な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
人
権
は
、
生
物
学
的
人
間
と
社
会
学
的

人
間
と
の
葛
藤
の
中
で
生
ま
れ
、
人
類
の
多

年
に
亘
る
努
力
に
よ
っ
て
、
今
や
、
人
類
普

遍
の
時
空
を
超
え
た
原
理
と
さ
れ
、
憲
法
の

中
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
権
は
、
実
は
、

憲
法
に
書
か
れ
て
い
な
く
て
も
（
イ
ギ
リ
ス
）

国
家
が
な
く
て
も
、
存
在
す
る
と
さ
れ
る
真

理
な
の
で
あ
り
ま
す
。

２
．“

H
e is strange.”

は
、
ア
メ
リ
カ
で
は

「
個
性
的
だ
。」
と
い
う
意
味
で
称
賛
さ
れ
ま

す
が
、
わ
が
国
で
は
「
彼
は
変
だ
。」
と
訳
さ

れ
い
じ
め
の
対
象
と
な
り
ま
す
。「
い
じ
め
」

は
「Bullying

（
英
）」
と
異
な
り
、
陰
湿
さ
が

加
わ
り
ま
す
。「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
の
「
不

作
為
に
よ
る
い
じ
め
」
は
、
当
事
者
の
認
識

が
低
い
の
み
な
ら
ず
、「
作
為
に
よ
る
い
じ
め
」

を
助
長
し
ま
す
。
上
司
や
強
者
の
責
務
は

重
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

３
．「
歴
史
を
持
た
な
い
」
と
さ
れ
る
人
権
は
、

言
語
や
論
理
の
よ
う
に
、
後
天
的
な
教
育
・

啓
発
に
よ
っ
て
の
み
、
意
識
づ
け
ら
れ
ま
す
。

私
達
に
は
、
未
来
永
劫
、
教
育
・
啓
発
の
不

断
の
努
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
度
の
、
広
報

紙
創
刊
が
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
足
利
市
人
権
推
進
広
報
紙
の

創
刊
に
あ
た
り
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
人
権
」
と
は
、「
全
て
の
人
々
が
生
命
と

自
由
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求

す
る
権
利
」
で
あ
り
、「
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
る
権
利
で
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ

権
利
」
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
常

の
思
い
や
り
の
心
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
も
の

で
す
。

  

現
在
、
私
た
ち
の
周
り
で
は
人
権
に
関
わ
る

様
々
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
法
務
局
は

国
の
行
政
機
関
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
問
題

が
起
き
な
い
よ
う
に
「
人
権
」
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
や
、
相
談
、
人

権
侵
犯
事
件
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の

救
済
手
続
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
広
報
紙
を
通
じ
て
、
足
利
市
に
暮
ら
す

人
々
が
、
家
庭
、
学
校
あ
る
い
は
職
場
で
、

も
う
一
度
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
足
利
市
人
権
推
進
広
報
紙
を

創
刊
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
協
議
会
で
は
、
人
権
相
談
・
啓
発
活
動
・

研
修
会
を
通
じ
て
、
人
権
擁
護
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
人
権
作
文
や
子
ど

も
の
人
権
ポ
ス
タ
ー
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

足
利
市
・
佐
野
市
の
小
中
学
校
か
ら
毎
年
多

く
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
応
募
頂
い
て
お
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
人
権
感
覚
を

身
に
着
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を

込
め
、
今
後
も
続
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
11
月
５
日
に
「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
タ
と
ち
ぎ
２
０
１
６
i
n
佐
野
」

が
佐
野
市
で
開
催
さ
れ
、
足
利
市
か
ら
も
多

く
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
画･

運
営
に
携
わ
っ
た
方
々
、
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
人
権
擁
護
委
員
活
動
に
携
わ

り
、
日
々
「
声
な
き
声
」
の
存
在
を
意
識
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
弱
者
、

困
窮
者
へ
の
、
理
解
・
援
助
・
自
立
へ
の
働

き
か
け
を
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

結
び
に
、
人
権
啓
発
活
動
推
進
の
希
望
と

な
る
広
報
紙
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
を
祈
念
し
、

祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

創
刊
に
あ
た
っ
て

「
人
権
は
歴
史
を
持
た
な
い
」

―

そ
の
本
質
と
価
値

祝　

辞

祝　

辞
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榮
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会
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一
博 

様

足利市の人権擁護委員活動を紹介します
　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
人
た
ち
で
、

現
在
約
１
万
４
千
名
の
人
権
擁
護

委
員
が
全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
局
と

連
携
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
、
人
権
侵
害
の

被
害
者
を
救
済
し
た
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

足
利
市
に
は
、
13
名
の
人
権
擁
護

委
員
が
配
置
さ
れ
、
市
と
協
力
し
て

人
権
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
、

市
民
の
困
り
ご
と
や
悩
み
に
法
務
局
や
市
役
所
で
相
談
を

真
摯
に
受
け
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

　

法
務
局
で
は
毎
週
水
、
木
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
ま
で
、
市
役
所
市
民
相
談
室
で
は
第
３
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で
で
す
。

　

人
権
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
を

認
め
、
思
い
や
り
（
恕
）
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
で
す
。

「
広
報
紙
創
刊
に
寄
せ
て
」

相談活動

啓発活動

部会活動

啓発活動

じ
ょ
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足
利
市
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例

（
平
成
16
年
１
月
１
日
施
行
）

● 

構
成

　
「
人
権
は
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
い
て
各
人
が
持
っ
て
い
る

固
有
の
権
利
で
あ
る
。」
か
ら
始
ま
る
前
文
と
全
４
条
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

策
定
の
理
由

　

現
実
の
社
会
に
は
、
様
々
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
お
り
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
に「
人
権
」が
根
付
い
て
い
る
か
と
い
え
ば
、

あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、条
例
に
お
い
て
、「
人
権
の
尊
重
」や「
人
権
の
共
存
」

が
か
け
が
え
の
な
い
価
値
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
こ
と
で
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
尊
重
の
社
会
を
作
る
主
役
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
人
権
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
し
た
。

● 

目
的

　

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
、平
和
で
豊
か
な
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

● 

特
徴

　

市
と
市
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

国
憲
法
の
精
神
に
従
い
我
々
が
努
力
を
傾
け
て
い
く
た
め
、

法
的
拘
束
力
の
な
い
推
進
・
宣
言
条
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
骨
子
（
案
）
に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク･

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

意
見
を
反
映
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
こ
の
条
例
は
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

条
文
に
あ
る
よ
う
に
市
と
市
民
が
協
力
し
て
、
誰
も
が
住
み
よ
い

足
利
市
を
め
ざ
し
て
、
と
も
に
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
」

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
14
年
５
月
に

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
の
活
動
拠
点

と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
、
市
民
プ
ラ
ザ

本
館
棟
の
２
階
か
ら
４
階
ま
で
で
す
。

　

市
で
は
、（
公
財
）
足
利
市
み
ど
り
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

財
団
を
指
定
管
理
者
と
し
、
施
設
の
管
理
・
運
営
や

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
２
階
に
は
、
本
課
の
事
務
室
や
足
利
市
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
事
務
室
が
あ
り
ま
す
。

　

３
、
４
階
に
は
、
講
習
室
や
料
理
教
室
、
和
室
、
茶
室

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「男女共同参画社会」を実現することが、
女性の人権問題を解決するためにも
必要です。

問い合せ 足利市民プラザ ☎７２－８５１１

様
々
な

人
権
課
題
①
「
障
が
い
者
」
の
人
権

　

本
年
４
月
１
日
に
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
法
律
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
全
て
の
国
民
が
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

互
い
に
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
と
も
に
生
き
る

社
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
を

禁
止
し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

足
利
市
で
は
平
成
27
年
３
月
に
「
あ
し
か
が
し
障
が
い
者
福
祉

プ
ラ
ン
（
第
４
期
計
画
）」
を
策
定
し
て
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
完
全

参
加
と
平
等
」
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
互
い
に
支
え
合
い
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
つ
こ
と
は
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

と
も
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

人権啓発活動紹介①

　足利市では、８月の栃木県人権教育・
啓発推進県民運動強調月間に併せて、
人権問題講演会を開催しています。
　本年度は「障害者差別解消法」が
スタートしたことにともない「障がい者と
人権」をテーマに開催しました。
　また、足利市「いのち・愛・人権」
展実行委員会と連携して、コムファースト
ショッピングセンターで第26回
「いのち・愛・人権」展を開催しました。
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